
<自主的努力項目記入書式> 

提携先 記入日 

登録消 
費材名 

Ⅰ.これまでに努力してきたことや，生産条件の限界性など 

Ⅱ.前年度に努力したことへの評価(成果や課題) 

Ⅲ.上記の成果や課題につながる今年度の努力目標､または今年度の新たな努力目標
　豆類は作況により収穫量が大きく変動するため、安定供給可能な品種ごとの面積確保への 
取り組みと減農薬栽培への取り組みを更に強化し、より安全な農産物を食べて戴けるよう努 
めていきたい。 

(加工品)大豆ドライパック・大正金時ドライパック 
(小袋)小豆・秋田大豆・大正金時・福白金時・中長うずら 

上士幌町農業協同組合 2009/8/26

　４年輪作体系の確立や堆肥の有効活用を通じ、地域循環型農業を追及しながら、安全・安 
心な農産物の安全供給を目指し、化学肥料・農薬の使用を抑える取り組みを実践してきまし 
た。

　おおぜいの自主監査により、生産者・製造者ともに環境に対する再認識が図られた。
　小袋豆のクレーム０へ向け、虫混入防止対策として、調整施設に既存シャッターの他に 
シートシャッターを追加した。
　福白金時の小袋の安定供給に向け、農家へ作付面積増加への取り組みを実施した。
　豆缶詰については、環境及び供給価格を考慮し、帯締めにて２個組みの実現と製造先との 
連携を密にし品質管理に心がけた。


